
LAN DISK Zシリーズ 

バックアップ先として外
付けUSBを接続すると、

ローカルディスクとして
認識されます。 
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■ Windows Server バックアップの設定方法（1） 



LAN DISK Zシリーズ 

Windows Server バック

アップで先ほどの外付
けUSBハードディスク（E:

ドライブ）をバックアップ
先に指定します。 
※ 設定方法の詳細は

取扱説明書を参照くだ
さい。 

Windows Server バック

アップのウイザードに従
うと①のダイヤログが出
ます。 

1 
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■ Windows Server バックアップの設定方法（2） 
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Windows Server バック

アップの設定完了後、
バックアップ先として指
定した外付けハードディ
スク（E:ドライブ）がエク

スプローラに表示され
ず、アクセスできなくな
りました。 
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■ Windows Server バックアップの設定方法（3） 



LAN DISK Zシリーズ 
■ Windows Server バックアップ設定完了後のバックアップHDDの確認（１） 

Windows Storage Server 

のディスクの管理画面よ
り、外付けハードディス
クが接続されていること
を確認し、名称をメモし
てください。 

1. [サーバーマネー
ジャー]から[ツール] 
→ [コンピューターの
管理]をクリック。 

2. [記憶域] → [ディスク
の管理]をクリック 
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• Windows Server バッ

クアップの画面から
ローカルバックアッ
プの画面を開くと、
先ほどのメモした外
付けハードディスク
が紐付いていること
が確認できます。 

• また、その外付け
ハードディスクがエク
スプローラーから見
えないことを確認く
ださい。 

スクロール 

■ Windows Server バックアップ設定完了後のバックアップHDDの確認（２） 
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注意事項 
• 復旧はWindows Server 
バックアップより行ってくだ
さい。 

• 共有フォルダーのシャドウ
コピーもご利用いただけま
すが、最新のランサムウェ
アでシャドウコピーを破壊
するものもございます。 
Windows Server バックアッ
プとの併用をオススメいた
します。 
 

• クローン for Windowsを利用して、
リレーNAS構成をしている場合、
スレーブのシャドウコピーを有効
いただくことで、スレーブの同期
データを保護することも可能です。 

 

マスター スレーブ 

シャドウコピーを 
有効 
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